
日常生活動作学Ⅰ

[講義]　第２学年　前期　必修　1単位

《履修上の留意事項》遠隔授業のみ実施

《担当者名》鈴木英樹

【概　要】

　日常生活活動（動作）の評価と支援は理学療法士にとって重要な役割の一つである。本講義においては、日常生活活動につい

ての基本的概念や、様々な日常生活における諸動作及び活動の意味を理解するとともに、日常生活活動に関する様々な評価手法

を学ぶ。また、国際生活機能分類（ICF）についての理解を通じて、理学療法士として実践的な日常生活活動に関する技術や知識

を習得する。

【学習目標】

一般目標

　日常生活動作（活動）の具体的内容や支援方法を理解するために、ICFや日常生活活動の具体的内容、評価及び指導方法を理解

する。

行動目標

1．日常生活活動の基本的概念を説明することができる。

2．日常生活における諸活動の意味について説明することができる。

3．日常生活活動に関する評価手法について理解し説明することができる。

4．ICF概念について理解し説明することができる。

5．日常生活活動と関連させ、生活関連活動の評価手法について理解し説明することができる。

【学習内容】

回 テーマ 授業内容および学習課題 担当者

1 日常生活活動学を学ぶ意義 オリエンテーション 鈴木英樹

2 暮らしの中での日常生活活動 暮らしの中での日常生活活動の意味、ADLとQOL及び

ICFとの関連性について

鈴木英樹

3 日常生活活動の意味①～起居動作 日常生活における起き上がりや立ち上がりといった起

居動作の意味

鈴木英樹

4 日常生活活動の意味②～移動動作 日常生活における歩行をはじめとした移動動作の意味 鈴木英樹

5 日常生活活動の意味③～排せつ動作 日常生活におけるトイレ動作をはじめとした排せつ動

作の意味

鈴木英樹

6 日常生活活動の意味④～食事動作 日常生活における食事動作の意味 鈴木英樹

7 日常生活活動の意味⑤～入浴動作 日常生活における入浴動作の意味 鈴木英樹

8 日常生活活動の意味⑥～更衣及び整

容動作

日常生活における更衣及び整容動作の意味 鈴木英樹

9 日常生活活動の評価① 日常生活活動の評価方法（Barthel index)

について理解

鈴木英樹

10 日常生活活動の評価② 日常生活活動の評価方法(FIM)について理解 鈴木英樹

11 日常生活活動の評価③ 日常生活活動の評価方法(ICF)について理解 鈴木英樹

12 日常生活を支える支援機器 日常生活活動に影響を及ぼす福祉用具についての理解 鈴木英樹

13 日常生活に影響を及ぼす住環境 日常生活活動に影響を及ぼす住環境についての理解 鈴木英樹

14 生活関連動作とその評価 生活関連動作とその評価方法について理解 鈴木英樹

15 まとめ 15回の講義を振り返り、理学療法士と日常生活活動の

関連性について理解を再確認

鈴木英樹

【評価方法】

定期試験（オンライン）　100％

定期試験及び追再試後、問合せがあった場合には模範解答を提示する。

【備　考】

　教科書　：柴　喜崇　他　編　「PT・OTビジュアルテキストADL第一版」羊土社　2015年



　参考書　：伊藤利之　他　編　「新版 日常生活活動（ADL）～評価と支援の実際～」　医歯薬出版　2010年

屎尿・下水研究会　編著　「トイレ」　ミネルヴァ書房　2016年

千野直一　他　編　「脳卒中の機能評価SIASとFIM（基礎編）」　金原出版　2012年

齋藤宏他　著　「姿勢と動作　第3版」　メヂカルフレンド社　2010年

障害者福祉研究会　編　ICF 国際生活機能分類―国際障害分類改定版 2002年

【学習の準備】

予習は、次回の授業範囲の教科書を読んで理解しておくこと（80分）。

復習は、教科書や配布プリントなどを活用し、学習を深めておくこと（80分）。

【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）との関連】

（DP2）最新のリハビリテーション科学を理解し、保健・医療・福祉をはじめとするさまざまな分野において科学的根拠を有する

専門技術を提供できる能力を身につけている。

【実務経験】

理学療法士、介護支援専門員、認定理学療法士（補装具）、専門理学療法士（生活環境支援）

【実務経験を活かした教育内容】

医療機関、訪問リハビリテーション及び行政での勤務経験を踏まえ、人々の生活を支援するための生活活動（生活動作）につい

ての基本的な考え方や視点、さらには支援方策について具体的に講義を行う。


